
熱中症に気を付けましょう

・喉が渇かなくても水分をこまめに
取りましょう
・炎天下での長時間の作業、激しい運動は
できるだけ避けましょう
・室内でも熱中症になることが多いため、
我慢せずエアコンを利用するようにしま
しょう


